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⑴医療を受けた方の
　氏名

□診療・治療　□介護保険サービス
□医薬品購入　□その他の医療費
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□診療・治療　□介護保険サービス
□医薬品購入　□その他の医療費
□診療・治療　□介護保険サービス
□医薬品購入　□その他の医療費

⑵病院・薬局などの
　支払先の名称

　 確定申告が必要な方
▼一般の方の場合
事業をしている方、土地や建物を貸し付けしている方などで、令和 2 年中の合計所得が所得控除（基礎

控除・配偶者控除・扶養控除など）の総額を超える方
▼サラリーマンの場合
・給与の年間収入が 2 千万円を超える方
・給与を 1 か所から受けていて、各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）の合計額が 20 万円を超え
る方

・給与を 2 か所以上から受けていて、年末調整をされなかった給与の収入金額と、各種の所得金額（給与
所得、退職所得を除く）との合計額が 20 万円を超える方など

　 申告書には、申告者本人および扶養親族の個人番号（マイナンバー）を記入する必要があります。
個人番号を記入した申告書を提出する際には、「①申告者本人の番号確認」と「②申告書を提出される方

の本人確認」を実施しますので、次の書類をご持参ください。
①番号確認に必要な書類
個人番号カード、通知カード、個人番号が記載された住民票など

②本人確認に必要な書類
 【１点で本人確認ができる書類】
個人番号カード、住民基本台帳カード（顔写真有り）、運転免許証、パスポート、障害者手帳など

 【２点で本人確認ができる書類】
各種保険証、住民基本台帳カード（顔写真無し）、年金手帳など

※代理で申告書を提出する場合には、委任状が必要となります。

　 申告に持参するもの
①申告者の個人番号が確認できる書類（前述をご参照ください。）
②本人確認書類（前述をご参照ください。）
③委任状（必要な場合のみ）
④印鑑（スタンプ式不可）

⑤給与・年金の源泉徴収票（原本※）
　※平成 31 年４月１日以降の確定申告の提出には、源泉徴収票の添付が不要となりましたが、申告書の
　作成には、源泉徴収票の原本が必要となります。忘れずにお持ちください。
　　源泉徴収票を紛失した場合は、支払者（職場など。年金は、年金の支払者）に再発行してもらったう
　えで、ご来場ください。発行されない場合は、税務署にお尋ねください。
⑥社会保険料控除（国民健康保険税・国民年金保険料など）額の控除証明書など
⑦生命保険、地震・旧損害保険料控除の証明書
⑧営業・不動産・農業所得のある方は、青色決算書・白色収支内訳書（あらかじめ作成してご来場くださ
い。なお、租税公課は、固定資産税の課税明細書に記載がありますので確認してください。）
⑨医療費控除の明細書（あらかじめ作成してご来場ください。下記をご参照ください。）
⑩雑損控除を受ける方は、災害の被災証明書など所定の証明書・損害により支出した領収書
⑪障害者控除を受ける方は、障害者手帳や福祉事務所長などの認定書など
⑫寄附金控除を受ける方は、寄附金受領証明書・寄附金領収書（申告者名義）など（ふるさと納税ワンスト
ップ特例を申請された方で申告をする場合は、特例が適用されなくなるため、前述の書類が必要とな
ります。）
⑬還付申告をされる方は、申告者名義の振込先口座番号がわかるもの
※申告の内容により、①～⑬以外の書類が必要となる場合があります。詳細は市役所税務課および税務署
にお尋ねください。

　 公的年金などを受給している方
公的年金などの収入金額が 400 万円以下であり、かつ、公的年金などに係る雑所得以外の所得金額が
20 万円以下である場合には、所得税の確定申告の必要はありません。（公的年金などに係る確定申告不要
制度）
※この場合でも、還付を受けるためには確定申告書を提出する必要があります。
　また、公的年金などに係る雑所得以外の所得があり、その所得金額が 20 万円以下で確定申告の必要が
　ない場合でも、市県民税の申告が必要です。

　 申告すると所得税が戻ることも
確定申告をする義務のない方でも、申告をすれば所得税の一部が戻る場合があります。

　 自主申告にご協力ください
毎年申告会場は、大変混み合います。申告書をご自身で記入できる方は、e-Tax や郵送、申告会場お
よび市役所税務課窓口の税務署への直送投函箱をご利用ください。（申告期間中のみの設置 )
青色決算書・白色収支内訳書は、必ずご自身で作成してから、ご来場ください。
租税公課や減価償却の計算でわからないことは、事前に市役所および税務署にお尋ねください。
市民税・県民税申告についても郵送での受付をしております。市民税・県民税申告書の宛先は弥富市
税務課市民税グループになります。

・土地、建物、株などを売却され、第三表を使われる方
・贈与税や消費税などの申告をされる方
・青色決算書、白色収支内訳書の作成についての相談をされる方
・住宅に関わる税額控除を受ける初年度の申告をされる方
・令和２年中所得分以外（過年分）の確定申告をされる方

津島税務署から令和 2 年分所得税確定申告のお知らせ

医療費控除の適用を受ける
場合は、必ず医療費控除の
明細書を事前に作成してい
ただき、申告会場にご持参
ください。
従来の領収書による添付ま
たは提示による申告は行え
ませんのでご注意ください。
領収書は自宅で５年間保存
し、税務署から求められた
ときは提示や提出の必要が
あります。

 マイナンバーカードや税務署が発行する ID・パスワードを利用して自宅などから e-Tax で簡単・
便利に申告することができます。
※ID・パスワードを発行するには、申告されるご本人が運転免許証などの本人確認
書類をお持ちの上、税務署にお越しください。

▼申告相談
事前予約は 1 月 15 日（金）まで電話にて受け付けます。18 日（月）以降は、津島税務署内の会議室で

申告相談を行います。
※会場の混雑緩和のため、入場には「入場整理券」が必要です。
　「入場整理券」は会場で当日配付をしますが、オンラインで事前入手できる仕組みも導入する予定で
　す。詳しくは、国税庁ホームページや広報誌をご覧ください。

▼申告会場
　税務署では、所得税、個人事業者の消費税および贈与税の申告会場を開設します。
【確定申告会場】津島市文化会館（津島市藤浪町 3 丁目 89 番地 10）※昨年と異なります。
【開設期間】2 月 16 日（火）～ 3 月 15 日（月）（土・日曜日、祝日を除く）
※1　2 月 21 日（日）、28 日（日）に限り開設します。
※2　今年の確定申告では、公的年金を受給されている方を主な対象として、2 月 10 日（水）から当会
場で申告相談を受け付けます。
【開設時間】午前 9 時～午後 5 時
※入場整理券の配付状況によっては、受付を早めに終了する場合があります。

▼注意事項
・入場の際に検温を行います。37.5 度以上の方は入場をお断りします。発熱の症状のある方、体調  
　が優れない方は来場をお控えください。
・会場では、マスクの着用および手指アルコール消毒液のご利用をお願いします。

どこでもスマホやパソコンから e-Tax 申告！

確定申告会場について

※記載例は昨年様式を基にしたイメージとなります。明細書の様式は市役所税務課窓口や税務
署および国税庁ホームページなどにて入手してください。

医療費控除の明細書の
添付が必要です！

医療費控除の明細書　記載例

次の方は津島税務署の確定申告会場（津島市文化会館）で申告をしてください

津島税務署 ☎ 26 ー 2161( 代表 )
＊電話は自動音声により案内していますので、音声案内に従い「2」を選択してください。

津島市文化会館
津島市藤浪町 3－89－10

こちらからも申告できます。
国税庁確定申告書等作成ページ

⑴　医療費通知に記載
　　された医療費の額

⑵　⑴のうちその年中
　　に実際に支払った
　　医療費の額
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⑶　⑵のうち生命保険
　　や社会保険などで
　　補てんされる金額

※この控除を受ける方は、セルフメディケーション税制は受けられません。
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令和　　年分　医療費控除の明細書【内訳書】

1 医療費通知に関する事項

弥富　太郎
〃

〃
弥富　花子

〇〇病院
△△△薬局
■■歯科

85,600
53,250
25,340

２ 医療費（上記 1 以外）の明細

医療費通知があれば記入して
下さい。記入される場合は医療
費通知の添付が必要です。

氏　名住　所

医療費通知に記載がない医療費で人ごと・病院ごとの
一年間の合計金額を記入します。診療ごとに書く必要
はありませんので簡単です。
一年間：1月 1日～12月 31日に支払った医療費等

※医療費通知に記載された医療費の額は、
実際に支払った金額と異なる場合がありま
すので、領収書をご確認ください。

弥富　太郎弥富市前ケ須町南本田 335番地
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